　　　　　　　　　　　　　　　付属証明書    　　　　　年　　月　　日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印（社印を捺印）

＜付属証明書の作成方法＞

1． 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2． 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。

3． 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。

4． 「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。

	項目
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	エコマーク使用規定第3条

エコマーク表示予定箇所、マーク下段の環境情報表示または認定情報
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
	申込者

	エコマーク使用規定第7条

エコマーク使用契約者名、および認定番号の表示
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
	申込者


	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社

（該当する事項をチェックして下さい）
	他社開発製品の場合、申込承諾書（記入例１）
	申込承諾者

	本商品類型で、既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない

（該当する事項をチェックして下さい）

（ブランド名以外変更がなければ、以下の項目の証明は不要です）
	エコマーク商品認定審査結果通知書の写し

既認定型式と本申込製品の型式との対応表

変更点についての認定基準に対する証明書（変更がある場合）
	

	商品区分
	　

　□節水型大便器（ロータンク式）

　□節水型大便器（フラッシュバルブ式）

　□節水型大便器（洗浄弁内蔵型）

□流量制御付自動洗浄装置組込小便器

□小便器用流量制御付自動洗浄装置

□節水コマ

□節水コマ内蔵水栓

□定流量弁

□定流量弁内蔵水栓

□泡沫キャップ

□泡沫機能付水栓

□流量調整弁

□湯水混合水栓（サーモスタット式）

□浴室用　　□浴室用以外

□兼用
	□湯水混合水栓（シングルレバー式）

      □台所用　　□洗面所用

□時間止め水栓

□定量止め水栓

□自閉水栓

□自動水栓（自己発電機構付）

□自動水栓（AC100Vタイプ）

□手元一時止水機構付シャワーヘッド
□手元一時止水機構付シャワーヘッド組込水栓

（該当する事項をチェックして下さい）


	4-1.(1)機器の節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

A. 節水型大便器（ロータンク式）

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	　
	洗浄水量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　構造基準（１）
	
	JIS A 5207の洗浄性能、排出性能に適合していることの試験結果
	

	　構造基準（２）
	
	別紙2「搬送性能の判定基準」に適合していることの試験結果
	

	　節水以外の観点
	大便器とロータンクがセットであることに

　　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	B. 節水型大便器（フラッシュバルブ式）

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	設定吐水量に対して±15％以内の吐水量であることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　節水基準（2）
	
	洗浄水量の基準に適合していることの試験結果
	

	　構造基準（１）
	「設定吐水量の調整が容易に出来る構造に」

　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）

設定吐水量の調整方法を具体的に記載してください。

　調整方法：


	
	

	　構造基準（2）
	押し続けた場合も1回分流量が決まっているバルブであることに

　　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	
	
	
	

	　構造基準（3）（4）
	
	JIS B 2061 の吐水性能、JIS A 5207の洗浄性能、排出性能に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　構造基準（5）
	
	別紙2「搬送性能の判定基準」に適合していることの試験結果
	

	　節水以外の観点
	大便器とFVがセットであることに

　　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

C. 節水型大便器（洗浄弁内蔵型）

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	洗浄水量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　構造基準（１）
	
	JIS A 5207の洗浄性能、排出性能に適合していることの試験結果
	

	　構造基準（２）
	
	別紙2「搬送性能の判定基準」に適合していることの試験結果
	

	　節水以外の観点
	大便器とバルブがセットであることに

　　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	D. 流量制御付自動洗浄装置組込小便器

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	洗浄水量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	
	
	使用時間、連続使用などにより、洗浄水量を制御していることを表すデータ
	申込者など

	　構造基準（１）
	
	JIS A 5207の洗浄性能、排出性能に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	
	
	
	

	　構造基準（２）
	小便器利用の無い状態が続いた場合、小便器トラップの封水保護を目的として自動洗浄を行う構造であることに

　　　　　□適合する／□適合しない

          （該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　電池へのカドミウム、鉛、水銀の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）

＊ある場合は右の添付証明書が必要です。
	電池の回収・リサイクルシステムの説明資料
	申込者


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

E. 小便器用流量制御付自動洗浄装置

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	洗浄水量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	
	
	使用時間、連続使用などにより、洗浄水量を制御していることを表すデータ
	申込者など

	　構造基準（１）
	
	JIS A 5207の洗浄性能、排出性能に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	
	
	
	

	　構造基準（２）
	小便器利用の無い状態が続いた場合、小便器トラップの封水保護を目的として自動洗浄を行う構造であることに

　　　　　□適合する／□適合しない

          （該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　電池へのカドミウム、鉛、水銀の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）

＊ある場合は右の添付証明書が必要です。
	電池の回収・リサイクルシステムの説明資料
	申込者


	F. 「節水コマ」 または 「節水コマ内蔵水栓」

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	吐水流量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　構造基準（１）
	「弁座パッキン固定用ナットなどを特殊な形状にするなどして、該当品に取替えるだけで節水が図れるコマ、およびそのコマを組み込んだ水栓であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	
	
	
	

	　構造基準（２）

（取替用のコマのみ）
	
	既存の水栓のコマとの取替が容易に行えることが記載された取扱説明書など（原稿可）
	申込者

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

G. 「定流量弁」 または 「定流量弁内蔵水栓」

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	適正吐水流量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　構造基準（１）
	「ある吐水量より多く吐水されないように、該当品に取替えるだけで節水が図れる弁、またはその弁を組み込んだ水栓であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	
	
	
	

	　構造基準（２）
	
	分岐の位置、弁の位置をそれぞれ図示した構造設計図など
	申込者

	　構造基準（3）
	
	用途ごとの設置条件が記載された取扱説明書（原稿可）
	申込者

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	H. 「泡沫キャップ」　または　「泡沫機能付水栓」

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	適正吐水流量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　節水基準（2）
	
	ハンドル全開時の吐水流量を示す試験結果
	

	
	
	
	

	　構造基準（１）
	「水流にエアーを混入することにより、節水が図れるキャップ、および泡沫機能を組み込んだ水栓であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

I. 流量調整弁

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	吐水量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　節水基準（2）
	
	表「機器設置場所毎の適正吐水流量」に適合することを示す試験結果
	

	
	
	
	

	　節水基準（3）
	
	上記（2）の条件を満たす機器設置場所について記載した取扱説明書、宣伝用印刷物（パンフレット、カタログなど）など（原稿可）
	申込者

	　構造基準（１）
	「止水栓より吐水側に該当品を設置することにより節水が図れる弁であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	J. 湯水混合水栓（サーモスタット式）

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　構造基準（１）
	申込製品は、JIS B2061の定義による「サーモスタット湯水混合水栓」に

　　　　□該当する／□該当しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　構造基準（2）（3）
	
	JIS B2061「5.1.10自動温度調整性能」に適合することを示す試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	
	
	
	

	　構造基準（4）
	高温の吐水防止のための安全装置を

　　□設けている／□設けていない

（該当する事項をチェックして下さい）

安全装置の内容を具体的に記載してください。

　内容：


	
	

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

K. 湯水混合水栓（シングルレバー式）

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　構造基準（１）
	申込製品は、JIS B2061の定義による「シングルレバー湯水混合水栓」に

　　　　□該当する／□該当しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　構造基準（2）
	
	流量調節のしやすい機能（多段式など）について記載した取扱説明書、申込者による説明文書など
	申込者

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	L. 時間止め水栓

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　構造基準（１）
	「設定した時間に達すると自動的に止水する水栓であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　構造基準（2）
	　 設定時間－実時間  　≦0.05

　　　　設定時間
	左の性能を有することを示す試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	M. 定量止め水栓

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　構造基準（１）
	「設定した量を吐水すると自動的に停止する能力」を

　　　　□有する／□有しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　構造基準（2）
	　 設定吐水量－実吐水量  　≦0.2

　　　　設定吐水量
	左の性能を有することを示す試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

N. 自閉水栓

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　構造基準（１）
	「レバーやハンドルなどを操作すれば吐水し、手を離せば一定量を吐水した後に自動的に止水する構造を有した水栓であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　構造基準（2）
	止水までの吐水量が調節できる機構が
　　　　□ある　　　／□ない

（該当する事項をチェックして下さい）

吐水量の調節方法を具体的に記載してください。

　調節方法：


	
	

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	O. 「自動水栓（自己発電機構付）」 または 「自動水栓（AC100Vタイプ）」

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　節水基準（1）
	
	吐水量の基準に適合していることの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	　構造基準（１）
	「手をかざして（非接触）自動で吐水すること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　構造基準（2）
	「手を離すと自動で止水すること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	
	
	止水までの時間が2秒以内であることの試験結果（別紙2「止水までの時間の測定方法について」による）
	申込者

	　電気の使用
	作動のための電源

□自己発電／□単層交流（100V）

           ／□上記以外

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	
	
	
	

	　バックアップ電池へのカドミウム、鉛、水銀の使用（自己発電機能で稼動する機器のみ）
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）

＊ある場合は右の添付証明書が必要です。
	電池の回収・リサイクルシステムの説明資料
	申込者


	4-1.(1)節水性能　　　　＊該当する商品区分について記入してください。

P. 「手元一時止水機構付シャワーヘッド」 または 「手元一時止水機構付シャワーヘッド組込水栓」

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	　構造基準（１）
	「シャワーヘッドに設置されたボタン等により、手元で一時的に止水、吐水の切替えができるシャワーヘッド、またはその組込み水栓であること」に

　　　　□適合する／□適合しない

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	
	申込製品の使用場所

　　　　□浴室／□浴室以外

　　　　　　　　　（該当する事項をチェックして下さい）
	
	

	　電気の使用
	□使用あり／□使用なし

（該当する事項をチェックして下さい）
	
	


	＜全商品共通＞

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	4-1.(1)節水性能に関する情報提供
	節水効果が現れる使用場所、条件などが

　□ある／□ない

（該当する事項をチェックして下さい）

＊ある場合は右の添付証明書が必要です。
	節水効果が現れる使用場所、条件などについて記載された取扱説明書など（原稿可）
	申込者

	4-1.(2)環境法規
	
	証明書（記入例２）
	最終製品製造工場長

	4-1.(3)(4）交換部品
	　部品交換

□可能／□不可能

　　　／□単一部品（素材）なので適用外

（該当する事項をチェックして下さい）

＊適用外の場合は右の証明書は不要です。
	交換可能であること、供給が製造中止後10年以上（電装部品は6年以上）
確保されていること、交換方法などが記載された取扱説明書など（原稿可）
	申込者

	4-1.(5)分別設計
	
	材料一覧表（記入例3）
	申込者

	4-1.(6)製品のプラスチック材（適用除外の部品および電子・電気部品に使用のPBB、PBDE、短鎖塩素化パラフィン以外の有機ハロゲン化合物である難燃剤を除く）
	製品でのプラスチック材料の使用有無

　□使用あり／□使用なし

使用がある場合は以下の記載も必要です。

ハロゲンを含むポリマおよび有機ハロゲン化合物を処方構成成分として

□添加なし／□添加あり

(該当する事項をチェックして下さい)
	
	

	4-1.(7)製品の包装材
	包装材の材質：

包装方法：


	
	

	4-1.(8)重金属
	製品に、水道法の「給水装置」ではない部分（便器における陶器など）が
　□含まれる／□含まれない

（該当する事項をチェックして下さい）

＊「含まれる」場合は右の添付証明書が必要です。
	a.土壌汚染対策法施行規則（環境省令第29号）に適合することの溶出試験結果
	第三者試験機関または公的機関

	
	
	b.全ての部品供給者および申込者による該当物質を含まないことの証明書
	全ての部品供給者および申込者

	4-1.(9)情報提供
	
	維持管理上の注意が記載された取扱説明書、製品ラベル、パンフレットの該当部分（原稿可）
	申込者

	4-1.(10)エネルギー消費

（温水洗浄便座のみ）
	
	基準エネルギー消費効率を満たしていることの試験結果など
	申込者または第三者試験機関

	4-1.(11)製品への抗菌加工
	製品への抗菌加工の有無

　□加工あり／□加工なし

＊加工がある場合は以下の記載も必要です。
	抗菌加工の化学物質名、CAS No.、MSDS、別添1の条件を満たす試験結果および抗菌に関する表示設計書など
	申込者または第三者試験機関


	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	4-2.(1)製品の品質
	
	水道法施行令第5条「給水装置の構造および材質の基準」に適合することの試験結果
	申込者または第三者試験機関

	4-2.(1)製品の品質
	JISなどの該当する品質規格が

　□ある（名称：　　　　　　　　　　　　　　）

　□ない（自社規格）

（該当する事項をチェックして下さい）
	該当する品質規格に適合していることの証明書
	申込者または第三者試験機関


	
	
	該当する品質規格がない場合、自社規格の具体的内容（品質管理項目とその規格値など）、および当該規格に適合していることの証明書（記入例4）
	申込者


 記入例1-116 
200×年×月×日


　財団法人日本環境協会

　エコマーク事務局長　御中

· ○株式会社

· ○　○　○

　　　社印


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊発行者は、申込承諾者　　

申込承諾書

当社（エコマーク認定）ブランド名（　　　　）（認定番号（　　　））

を、（申込企業）がブランド名（　　　　　）として、エコマーク

商品認定・使用申込を行うことを承諾します。

 記入例2-116 
財団法人日本環境協会

　　エコマーク事務局　御中

環境法規等順守証明書
	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印を捺印)

	工場住所：

	TEL　　：


　　　


　　　* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

１．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

　　（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）
	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

２．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

　　　（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

　　□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

　　□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


　　□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

　　　　以上
 記入例3-116 
「節水型機器」の製品に使用している部品リスト
申込者名　　　　　　　　　　　　　　印
（申込会社の印）
記入日　　　　　年　　　月　　　日
節水型機器の商品ブランド名（名称）　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 
該当する方に○を付してください。

	以下の部品について、分離・分別しやすく工夫されていることに
	適合する／適合しない


	部品名称
	使用素材名
	認定基準（6）　添加有無
	（6）が適用除外の理由（下記①～④より選択）

	
	
	ハロゲン系元素を含むポリマ
及び有機ハロゲン化合物
	難燃剤
	

	記入例：筐体
	記入例：プラスチック

（ポリエチレン）
	有り／無し
	有り／無し
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


＊プラスチックの場合はグレードもご記入ください（PE、PP、PA6など）
＊難燃剤を含む場合は、難燃剤のMSDS 、CASNo.などの情報をご提示下さい。

	《適用除外理由》

1 排水接続部材（大・小便器のみ）、樹脂製着脱トラップ(小便器のみ)および水栓に付属するシャワーホースである。

② 水中での使用を前提としたフッ素化合物（フッ素ゴムなど）である。

③ コンセントなどの電装部品である。

④ 電子・電気機器を使用している部位であり、PBB（多臭化ビフェニール）、PBDE（多臭化ジフェニルエーテル）または短鎖塩素化パラフィン（鎖状C数が10-13、含有塩素濃度が50％以上）以外の難燃剤である。


 記入例4‐116 
200×年×月×日

財団法人日本環境協会

エコマーク事務局長　御中
· ○株式会社

· ○　○　○

　　　社印


　

＊発行者は、申込者

自社規格品質管理証明書

当社エコマーク認定申込ブランド名（　　　　　）については、別紙（実際の品質管理項目を説明する資料）の品質管理項目に基づいて、商品を管理し、品質管理基準に適合する商品のみを出荷することを証明します。



本証明書の発行日











証明書


発行者名








本証明書の発行日













































































申込ブランド名　
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